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 【教科書８～９ページ】 

天気のいい日は、ちょっと汗ばむくらいの気温になるこの頃です。 

今週は、外に出て、絵の具で絵をかきましょう！ 

  でも、遠くに行く必要はありません。自分のうちの庭でも、ベランダでも窓から外をな

がめるのでもよいのです。 

  五月の風に吹かれながら、小さな紙にちょっといい感じのものや風景をかいてみまし

ょう。 

  

１ 紙をてきとうにやぶきます！ （p.8 左上）   

  教科書では、「黄ボール」という厚紙を使っていますが、画用紙でも工作用紙でも段ボ

ールでもＯＫ。先生は、レトルトカレーの箱もやぶいてみました。 

 

 

 

 

 

 

２ ちょっといい感じのものや風景を見つけて、 

それに合う紙を選びます。 （p.8 右上）  

先生は、ちょうど飛んできた鳩を、カレーの箱にかくことにしました。 

でも、段ボールのしま模様も捨てがたいので、あとで風景をかこうと思います。 

 

カレーの箱 



３ パレットに絵の具を用意して、さあ、かきましょう！ （p.8 下、p.9）  

鉛筆の線がきはしません。 

絵の具を混ぜたり水で薄めたりして、色をつくって、自由にかきましょう。 

本物にそっくりでなくてもＯＫ。 

感じたように表現することや、工夫して表現することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「ちょっといい感じ…」は、いくつできたかな？ 

 

❤ 授業が再開したら、作品を全部見せてくださいね。 

❤ どんな「いい感じ」があるのかな？ 楽しみに待っています。 

 

★ 次週は、12～13 ページの工作にチャレンジします。 

教科書をよく見て、箱などの材料を集めておきましょう。 

 


